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２．理 事 長 挨 拶 

３．議 長 選 出 

４．議事録署名人選出 

５．議      事 

【決議事項】 

第１号議案   令和４年度事業報告及び収支決算について------- P1～P15 

第２号議案   理事の補選について ------------------------- P16 

 

【報告事項】１．令和５年度事業計画及び収支予算について ----- P17～P21 

６．閉      会 
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第１号議案 

令和４年度事業報告および収支決算について 

 

Ⅰ.概況 

令和 3年度に会員数が大幅に減少したことから、会員の満足度を向上することを目指した委

員会活動に取り組みました。 

しかしながら令和 4 年度のコロナ感染は令和 3 年度をはるかに上回る規模で、2 月上旬、8

月中旬そして令和 5 年１月上旬がピークとなる状況でした。このため各委員会は 10 月までオ

ンラインでの開催がメインとなり、対面での開催は 11 月以降となりました。また 6 月の通常

総会は講演会を含めて対面で開催しましたが、懇親会は開催を見送りました。 

通常の活動ができるようになったのは令和 5年 1月の新春産学官交流大会からで、マスク着

用をお願いしたうえで懇親会をおこないました。対面での委員会は 2月から開催できるように

なり、石巻での企業交流会も 2月に開催することができました。 

 

【委員会活動】 

（１）政策委員会 

工業会の活動方針や方向性を決める委員会として活動し、各委員会の委員構成について

検討をおこなったほか、各委員会の活動内容についても確認を行いました。 

技能五輪招致に関しては、これまでに県や各団体などに働きかけてきた活動のレビュー

をおこない、委員による意見交換をおこないました。技能五輪招致に関する今後の活動に

関しては、常任理事会で方向性を決めることになりました。 

また会員増加に向けた意見交換を行い、参加団体からさまざまな提案をいただきました。 

 

（２）総務委員会 

会員のメリットとして保険料の団体割引が適用できることと、事務手数料の一部が事務

局に還元される可能性があることから、みやぎ工業会に民間の団体障害保険が設置できな

いか保険会社と交渉しました。 

残念ながら、会員の構成が保険の対象となる団体の定義から外れるとの理由で、設置は

認められませんでした。 

また理事会及び通常総会への上程にあたり、令和 4年度の事業報告および収支実績につい

て事前確認をおこないました。令和 5年度の事業計画及び収支予算についても確認をおこな

いました。 

 

（３）交流推進委員会 

コロナ感染防止のため会員同士が交流する機会をなかなか提供できませんでしたが、今

年度は 3年ぶりに対面での新春産学官交流大会を開催することができました。 

講演会は(株)トーキンの小山前社長にお願し、交流会には 151人の方に参加していただく

ことができました。 
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また工業会のイベント開催が仙台に集中しており、離れた地域の会員から参加しづらい

との声が多く聞かれていました。そこで仙台以外でのイベント開催を検討し、石巻で企業

交流会を開催することとしました。当日は会員以外の企業を含め 16 社に参加していただき、

盛会理に終えることができました。 

ゴルフ大会は春と秋の 2回開催し、春は 16人、秋は 12人が参加しました。 

 

（４）技術交流委員会 

前年度の技術交流委員会で立ち上げた IoT 研究会での活動を継続し、DX 活動に取り組ん

でいる会員企業 2社を訪問してヒアリングや見学会を行いました。 

ビジネスマッチングについては東北大学にある T-Bizと協議をおこない、コンセプトを明

確にしたうえでスタートアップ企業と会員企業とのビジネスマッチングを開催することに

しました。近く話し合いを行う予定です。 

企業見学会については、新たに 10ｍ法電波暗室が設置された宮城県産業技術総合センタ

ーの見学会を検討しましたが、コロナ感染防止のため参加者が制限されていることがわか

りました。このため参加制限が解除される７月に開催することで準備を進めています。 

 

（５）情報委員会 

MIA レポート 143 号および 144 号について、コンテンツや表紙デザインについて検討をお

こないました。 

143 号では、令和 4 年度通常総会における岩手大学前学長である岩渕 明氏による講演会

や、現代の名工に認定されたアルプスアルパイン株式会社の鈴木 浩二氏へのインタビュー

などを掲載しました。 

144 号では、新春産学官交流大会における株式会社トーキンの小山前社長による講演や、

みやぎ優れ MONO認定製品の紹介を行っています。 

また委員による、新入会員のアイマックエンジニアリング社のインタビューをおこない

ました。 

会員企業を紹介するガイドブックの製作について検討しましたが、他の冊子と重複する

部分が多いこともあり、会員のニーズをもう少し分析してから再度検討することになりま

した。 

 

（６）経営基盤委員会 

「会津で中小企業の生産性向上に取り組んでいるアクセンチュア株式会社による対面式

のセミナーを開催しました。内容は基幹システムに関するもので、他の委員会からの出席

者を含め 19 人が参加しました。会員企業の中にも基幹システムの見直しに取り組んでいる

企業があり、関心が高かったものと思われます。 

また会員アンケート結果を基に、ＤＸのサポートに関する協議をおこなったほか、自衛

隊から要請のあった業界セミナーの検討、みやぎ産業振興機構が主催する「みやぎ広域取

引商談会」への連携、文系の短大生に向けた製造業の紹介教材に関する検討などを行いま

した。  
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【受託事業・補助事業】 

（１）みやぎ優れ MONO発信事業 

今年度は 7社の製品について審査を行い、審査当日に担当者が病気で欠席した 1社を除く

6 社の製品が優れ MONO に認定されました。この中の中小企業 5 社は、いずれも非常に高い

性能を持つ製品と評価されました。 

 

（２）プロフェッショナル人材戦略拠点事業（業務報告） 

目標値が設定されている項目については、ほぼすべての項目で目標を達成し、特に成約

件数累計は全国 3位の実績となりました。 

また今年 1月に、県内５つの信用金庫と人材紹介会社 7社が求人ニーズの発掘とマッチン

グ強化に向けて覚書を締結しました。プロフェッショナル人材とも連携することで合意し

ています。 

 

Ⅱ.会員状況 

今年度の入会は 3社で、退会は 8社でした。退会の理由として事業の中止や機能統合などが

挙げられています。また年齢的な理由で活動できないとして個人会員 3名が退会されました。 

昨年と比べると、入会、退会数とも減少しましたが、会員数の減少は続いている状況です。 

 

区分 令和３年度末 令和４年度末 増減 備考 

正会員 326 321 △5 
入会 3社、退会 8社 
（退会中、個人会員は 3 名） 

賛助会員 27 27   

小計 353 348 △5  

顧問 13 13   

特別会員 16 16   

合計 382 377 △5  

 

【会員数推移】 
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内　　　　容 会　場 参加人数

第１回理事会 5月24日 ＊通常総会付議事項検討 パレスへいあん 理事:２６名

　・令和３年度事業報告及び収支決算について（第1号議案） オンライン（Zoom） 監事:  ２名

　・理事・監事の改選について（第2号議案）

＊理事会決議事項

　・令和４年度事業計画及び収支予算について（第3号議案）

　・令和４年度通常総会の開催について（第4号議案）

　・令和４年度委員会委員の選任について（第5号議案）

　・規定改定について（就業規定）（第6号議案）
通常総会 6月28日 ＜決議事項＞ パレスへいあん 総会

＊令和３年度事業報告及び収支決算について（第1号議案） 出席　76名

＊理事・監事の改選について（第1号議案） 委任状 110名

＜報告事項＞ 議決権行使 64名

＊令和４年度事業計画及び収支予算について 合計 250名

第２回理事会 6月28日 ＜決議事項＞ パレスへいあん 理事:３６名

＊理事長の選任について（第1号議案） 監事:  ２名

＊副理事長の選任について（第2号議案）

＊専務理事の選任について（第3号議案）
第３回理事会 3月24日 令和５年度事業計画および収支予算を審議予定 パレスへいあん

令和４年度事業進捗状況および収支実績見込みを報告予定
第１回常任理事会 6月9日 ＜政策委員会と共同開催＞ 仙台市生涯学習 １４名

＊委員会活動、委員会の構成について 　支援センター

＊技能五輪招致の特別委員会の設置について

＊今後の活動方針について
第２回常任理事会 7月22日 ＊発展税に関する県への要望について オンライン開催 ９名

＊技能五輪特別委員会について （Zoom）

＊委員会活動、工業会活動の進め方について
第３回常任理事会 9月15日 ＊委員会委員の選任、および委員会活動について オンライン開催 ７名

＊技能五輪・特別委員会、および技能五輪の活動について （Zoom）
理事長・副理事長会 令和4年度は開催せず

■東北放射光見学会 8月3日 ＊建設中の東北放射光ナノテラスの見学会 東北大学青葉山C １２名

　　光イノベーションセンターによる進捗状況の説明 東北放射光施設
ゴルフ大会 ＊みやぎ工業会ゴルフ愛好会主催

5月25日 春のゴルフ大会 杜の都ゴルフクラブ １６名

10月28日 秋のゴルフ大会 杜の都ゴルフクラブ １２名

第１回委員会 6月9日 ＜常任理事会と共同開催＞ 仙台市生涯学習 １４名

＊委員会活動、委員会の構成について 　支援センター

＊技能五輪招致の特別委員会の設置について

＊今後の活動方針について

第２回委員会 11月8日 ＊委員長、副委員長の選任 仙台市民会館 １５名

＊活動計画と実績

＊技能五輪に関するこれまでの取組みについて、今後の方針

第３回委員会 2月8日 ＊工業会の活動（会員増加の施策、行政への提案等）について 仙台市民会館 ２０名

＊スタートアップ支援（テクスタ宮城）について

＊みやぎ産業振興機構との連携事業（広域商談会）について

第１回委員会 7月5日 ＊令和4年度事業計画と工業会の活性化 オンライン開催 １１名

＊工業会活動のあり方（過去の議事録抜粋） （Zoom）
第２回委員会 10月26日 ＜新春産学官交流大会企画会議と合同開催＞ １３名

＊第６１回新春産学官交流大会の開催について

＊委員長、副委員長の選任

＊活動方針について

第３回委員会 2月16日 ＊新春産学官交流大会の実施報告 エルパーク仙台 １０名

＊石巻地区 企業交流会の開催について

＊令和５年度活動計画

■納涼祭

■野球観戦

■第６１回新春 1月25日 ＊特別講演会「眼に見えて変われ」 アエル １５９名

　　産学官交流大会 　　トーキン科学技術振興財団　理事長　小山 茂典　氏 講演会：125

＊みやぎ優れＭＯＮＯ 認定式 懇親会：151

＊交流・情報交換会

■石巻地区 企業交流会 2月21日 ＊意見交換会（石巻非会員企業：4社、石巻会員企業：7社参加） ２３名

＊交流・懇親会

第１回委員会 6月2日 アクセンチュア社 DXシステム説明会 ２０名
　「中小製造業向けDX システム CMES の導入状況、導入事例」

第２回委員会 7月14日 ＊現状の課題 オンライン開催 ７名
＊工業会に期待すること、活動の進め方について （Zoom）

第３回委員会 10月18日 ＊委員長、副委員長の選任 オンライン開催 ８名
＊委員会活動の進め方、会員増加のための活動案 （Zoom）

＊会員アンケート結果報告等

第４回委員会 12月14日 ＊新春産学官交流大会について オンライン開催 ７名
＊デジタル化推進サポートについて （Zoom）

第５回委員会 3月15日 ＊令和５年度事業計画 エルパーク仙台 ７名
＊文科系短大生の就職に関する連携、陸上自衛隊への企業セミナー

＊みやぎ産業振興機構の商談会における連携について

■表彰推薦 ＊令和５年度科学技術分野の文部科学大臣表彰創意工夫功労者賞

＊卓越した技能者知事表彰（現代の名工）

＊宮城県卓越技能者知事表彰（県の名工）

令和４年度　みやぎ工業会　事業・委員会活動報告            
事　業　名 ・ 日　付

共
通
事
業

平和住宅情報セン
ター

政
策
委
員
会

令和４年度は納涼祭や野球観戦など、会員交流のイベントは未実施。

かわまち交流セン
ター

交
流
推
進
委
員
会

理
事
会
・
総
会
・
役
員
会
議

経
営
基
盤
委
員
会

平和住宅情報セン
ター

推薦：１８名　受賞：７名

推薦：  ０名　受賞：０名

推薦：  １名　受賞：０名
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内　　　　容 会　場 参加人数事　業　名 ・ 日　付

第１回委員会 7月6日 ＊事業計画と工業会の活性化 オンライン開催 ９名

＊工業会活動のあり方 （Zoom）

第２回委員会 10月18日 ＊委員長、副委員長の選任 オンライン開催 １０名

＊活動計画と会員増加のための活動案 （Zoom）

＊会員アンケート結果報告等

第３回委員会 1月17日 ＊令和５年度の活動計画について オンライン開催 １１名

＊DX推進支援について （Zoom）

■県内企業見学会 令和４年度は県内、県外とも企業見学会は未実施。

■県外企業見学会

第１回委員会 7月7日 ＊事業計画と工業会の活性化 オンライン開催 ６名

＊工業会活動のあり方 （Zoom）

第２回委員会 10月31日 ＊委員長、副委員長の選任 オンライン開催 １１名

＊活動計画と会員増加のための活動案 （Zoom）

＊MIAレポート143号のコンテンツ

臨時開催 12月1日 ＊MIAレポートの編集分担について 仙台 ９名

第３回委員会 2月15日 ＊MIAレポート144号のコンテンツ検討 エルパーク仙台 １１名

＊MIAレポートの編集案

　・新入会員インタビュー

■機関誌 MIA REPORT １４３号発行 ＊理事長挨拶 11月21日発行

＊通常総会特別講演「今、あなたは夢を持っていますか」

　　　岩手大学名誉教授　岩渕 明　氏

＊職人談話、新会員インタビュー

＊会員アンケート結果 ほか

■機関誌 MIA REPORT １４４号発行 ＊理事長挨拶 3月末28日発行

＊産学官交流大会 特別講演会「眼に見えて変われ」

　　　トーキン科学技術振興財団理事長　小山 茂典 氏

＊梵天会 研修会 講演録

＊みやぎ優れMONO認定製品の紹介ほか

第１回委員会 4月19日 ＊令和４年度役員改選 候補者検討 ６名

＊規程改定「就業規程」

第２回委員会 5月20日 ＊通常総会決議事項、報告事項検討 オンライン開催 ７名

＊理事会決議事項検討 （Zoom）
第３回委員会 6月23日 ＊工業会活動のあり方 オンライン開催 ５名

　　会員の交流、情報発信、会員増加のための施策等 （Zoom）

＊キャリア形成サポートセンター紹介

第４回委員会 11月22日 ＊委員会活動の進め方 ６名

＊委員会の年間開催スケジュール

＊令和4年度の活動と会員増加のための活動案

第５回委員会 3月13日 ＊理事会決議事項検討 仙都会館 ７名

　・令和４年度事業実績・収支実績報告

　・令和５年度事業計画・収支計画案

＊会員アンケート結果報告

＊団体保険の設置について

全体会議 7月20日 ＊令和３年度事業報告及び収支決算について 仙都会館 ２１名

＊令和４年度事業計画及び収支予算について

＊製造業のデジタル化に関するMISAを交えた討論会

第1回研修会 12月20日 ＊「地域企業のためのSDGs経営」 １８名

　　　東北大学・大学院経済学研究科　准教授　高浦 康有　氏

＊中小機構・東北本部による支援策の紹介

　　中小企業基盤整備機構 東北本部　企業支援課長　瀧口 勝久 氏

＊東北大学・コアファシリティ統括センター　貸出設備の紹介

第2回研修会 3月7日 ＊「カーボンニュートラルを追い風とするものづくり企業のゴール」 エルパーク仙台 ２１名

　　　東北大学・大学院工学研究科　教授　中田 俊彦　氏

＊中小機構・東北本部による支援策の紹介

　　中小企業基盤整備機構 東北本部　企業支援課長　瀧口 勝久 氏

総
務
委
員
会

平和住宅情報セン
ター

仙台中小企業活性化
センター

梵
天
会

技
術
交
流
委
員
会

情
報
委
員
会

会員、関係
機関へ配布

会員、関係
機関へ配布

仙台中小企業活性化
センター
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監査報告書 

 

一般社団法人みやぎ工業会 

理事長 鎌田 充志 殿 

 

 令和４年度の一般社団法人みやぎ工業会の決算関係書類ならびに関係帳票・帳簿を監査いたしま

した結果、正確かつ適正に処理されたことを認めます。 

 

 

令和５年５月１９日 

 

 

監事  松本 浩  ㊞ 

 

監事  菅野 直  ㊞ 

 

 

 

 

 

 



第２号議案

１. 理事の選任について

職名 職名

（前取締役社長）

交代

東北特殊鋼株式会社
野仲
ノナカ

　博之
ヒロユキ

常勤顧問 取締役執行役員

山本
ヤマモト

　博行
ヒロユキ 交代

ＮＥＣプラットフォームズ株式会社
広瀬
ヒロセ

　正直
　マサナオ

エグゼクティブエキスパート 事業部長代理

安田
ヤスダ

　竜裕
タツヒロ

備考

交代

令和５年度 理事の補選について

社名・機関名

通研電気工業株式会社
竹原
タケハラ

　秀臣
ヒデトミ

管野
カンノ

　秀幸
ヒデユキ

現職 候補者

氏　名 氏　名

取締役社長
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【報告事項】 

令和５年度事業計画及び収支予算について 

 

【基本方針】 

入会企業の増加と退会の抑制のため会員同士の交流機会を増やすとともに、有益な情報提

供に努めたいと思います。 

また企業の若手人材との意見交換会を開催し、将来に対する関心や業界団体に対する意見

を把握します。この結果を会員増加の施策に反映するとともに、中期事業計画の策定に取り

組みます 

 

（１）会員増加に向けた取り組み 

昨年度、各委員会で行われた議論を参考にして、新規会員の勧誘に取り組んでいきま

す。また企業交流のイベントについては仙台以外での企業交流会の開催や野球観戦、MIA

倶楽部の開催など会員が参加しやすい交流機会を提供していきます。 

求職者情報やビジネスマッチングなどのイベントについても、有益な情報提供に取り

組んでまいります。 

 

（２）財政基盤の確保 

プロフェッショナル人材戦略拠点事業は、新たに企業のデジタル実装とデジタル人材

の地域への還流を目的とした活動を開始することになりました。5 年間の計画となってい

ますので、実績を積み上げ、受託を継続していきたいと思います。 

 

（３）中期事業計画 

みやぎ工業会の活動を長期に渡って継続するため、若い世代の意見を聞き、各委員会

において中期事業計画の策定をおこないます。 
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【委員会活動】 

（１）政策委員会 

各委員会の活動状況を確認し、工業会全体の活動について方向性を定める役割を担い

ます。 

また会員増加の施策として共催させていただくことになった「みやぎ産業振興機構の

商談会」の成果について分析をおこない、次年度の取り組みに活かしていきます。 

さらに会員数推移の分析結果をもとに、会員増加の施策を立案します。 

そのほか、行政に対する政策提言を行うとともに、実施についても協力していきます。 

 

（２）総務委員会 

定時総会に上程する案件について事前確認を行い、適切な内容になるよう修正してい

きます。 

各委員会の活動を支援するコーディネーターの採用に関して、各委員会のニーズを確

認して業務内容を確定し、必要なスキル、雇用条件などを設定します。 

また会員数の推移について分析し、会員数増減の要因を把握して今後の施策の参考と

します。 

 

（３）交流推進委員会 

コロナ禍で開催できなかった交流イベントを着実に開催していきます。納涼祭や新入

会員を対象とした工業会サロンのほか、昨年に引き続いて春と秋のゴルフ大会を開催し

ます。 

また今年 2月に開催した石巻での企業交流会が概ね好評だったことから、他の地域での

開催をおこないます。 

若手人材の意見を参考に、企業の若者が参加できるようなイベントを検討します。 

 

（４）技術交流委員会 

2 年間中止していた企業見学会を再開する予定で、宮城県産業技術総合センターと県内

企業を見学させていただく計画を進めています。 

また DX 推進に関する知見を提供するため、専門家によるセミナーを開催する準備を行

っています。 

T-Biz とのビジネスマッチングについては、スタートアップ企業と会員企業とのパート

ナーシップのありかたについてインキュベーション・マネジャーと時間をかけて議論す

ることで、双方にとって有益な成果を目指したいと考えています。 

みやぎ高度電子機械産業振興協議会との連携を図り、県内企業の技術高度化および経

営革新の推進に取り組みむと共に、みやぎ工業会の認知度向上を図ります。 
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（５）情報委員会 

機関紙のコンテンツについて検討し、各委員会の活動報告や若手経営者の会、女性経

営者の会などの紹介も掲載したいと考えています。 

また新入会員へのインタビューについては、委員による質問をおこなうことで、これ

までとは異なる視点による記事を掲載していきたいと思います。 

会員アンケートについては、希望するセミナーや工業会に支援してほしいことなど、

前向きな質問に見直していきたいと考えています。 

みやぎ工業会で雇用するコーディネーターを活用して、情報を収集することで機関紙

のコンテンツ充実を図ります。 

 

（６）経営基盤委員会 

人材の採用や離職の防止など、多くの企業に共通する課題について検討していきます。

昨年度は自衛隊員の就職や中学生の企業実習など、地域の人材に関わる案件が増えてき

ていることから、企業と地域とのかかわりについて議論を深めていきたいと思います。 

また人材不足が長期化する中、会員企業間での人材活用に関するスキームを作成しま

す。 

 

 

【受託事業】 

（１）みやぎ優れ MONO発信事業 

第 16回みやぎ優れ MONO認定に向け、認定候補の発掘に取り組むほか、認定に向けた支

援をおこなっていきます。 

 

（２）プロフェッショナル人材戦略拠点事業 

全国的にも上位となっている成約実績を維持しながら、副業、兼業も含めて取り組ん

でまいります。 

また今年度から始まるデジタル人材のマッチングについては、全国的に人材獲得が難

しくなることが予想されることから、専門知識をもつサブマネジャーによる採用強化に

取り組んでまいります。 
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